






















































































































































































































































































































































1. 赤い靴 2. 赤い鳥小鳥 3. 赤とんぼ 4. 雨ふり
5. あわて床屋 6. 一寸法師 7. うぐいす 8. うさぎのダンス
9. うさぎとかめ 10. うみ 11. 浦島太郎 12. おうま
13. おかあさん 14. おさるのかごや 15. おつかいありさん 16. おもちゃのチャチャチャ
17. 蛙の笛 18. かくれんぼ 19. 肩たたき 20. かなりや
21. かもめの水兵さん
25. 金太郎
29. 小鹿のバンビ
33. 証城寺の狸囃子
37. たなばたさま
22. かわいい魚屋さん
26. 靴がなる
30. この道
34. 雀の学校
38. 月
23. 汽車ポッポ
27. 黄金むし
31. サッちゃん
35. すうじのうた
39. 月の砂漠
24. ぎっこんばったん
28. こぎつね
32. シャボン玉
36. 背くらべ
40. 通りゃんせ
41. とけいのうた
45. はなび
49. ふしぎなポケット
53. 村祭
57. やぎさんゆうびん
42. どんぐりころころ
46. 鳩
50. ぶんぶんぶん
54. めだかの学校
58. 山の音楽家
43. 七つの子
47. 春よ来い
51. みかんの花さく丘
55. メリーさんの羊
59. ゆうやけこやけ
44. 人形
48. ひらいたひらいた
52. 虫の声
56. 桃太郎
60. ゆりかごの歌
を挙げ，自分の番が巡ってきて希望の歌を聴い
た後は，満足気にリラックスした様子で鑑賞し
ているように見受けられた。
　コンサートの後半には「プログラムにはのっ
ていないけど○○が聴きたいです」という積極
的なリクエストをする保護者の姿も見られた。
保護者へのアンケートの結果からは，保護者自
身のコンサートへの参加姿勢と，保護者から見
た幼児の姿，様子を窺い知ることができた。
　しかしながら，実践Aでは参加幼児がほぼ未
就園児であり，親子間の会話やコミュニケー
ションは行われていたものの，演奏者が幼児の
発話や感情を伝える姿を直に捉えることが困難
であったことから，絵プログラムと幼児の音楽
への興味の因果関係を明らかにすることはでき
なかった。
4.2　実践B
　ここではSICSによる評価尺度に依拠し，抽
出したエピソードの事例検討と分析，考察を
行った。
　第1段階において，本来は個々の幼児の観察
をもとにエピソードを記録し，一人ひとりの幼
児の育ちの過程をつぶさに読み取っていくべき
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ではあるが，本稿ではコンサート中に見られた
幼児たちの全体像と，エピソードとして抽出し
た幼児の様子から，「安心度」と「夢中度」の
評価を行った。
　第2段階においては，演奏者である筆者ら3
名と，本コンサートのH保育園の企画・担当者
であるI先生を本実践の「保育活動の運営」に
携わる当事者として，コンサートに幼児たちと
参加していた保育者7名を参与者として位置づ
けて，「豊かな環境」「集団の雰囲気」「主体性
の発揮」「保育活動の運営」「大人の関わり方」
の5つの観点でそれぞれ振り返りと考察を行っ
た。
　第3段階においては，本実践の全体的な振り
返りから今後の保育現場におけるコンサート活
動への視座を提案した。
4.2.1　《第1段階》観察記録
・エピソード1「4・5歳児が集まるまでの様子」
（安心度：2　夢中度：2）
　コンサート会場である遊戯室に一番初め
に2歳児，続いて3歳児がやってきた。各自
入り口でプログラムをもらうが，プログラ
ムを見るよりも先に，ホワイトボードに貼っ
てある本日の出演者写真と楽器の着せ替え
遊びに皆，吸い寄せられるように近づいて
いく。それぞれお気に入りのパーツを持っ
て周りの先生や出演者に見せてくれる。気
に入ったパーツを持ったまま座る位置まで
くる子もいる。
　「はい，一回座ろう！星組さん座って！」
とI先生が声をかけ，皆座る。「たいこに
なった！」という男児Aの声で皆がホワイ
トボードを見ると，出演者の顔の上に太鼓
のマグネットが貼られ，出演者が太鼓星人
になっていた。
・エピソード2「絵プログラムをもらったよ」
（安心度：3　夢中度：3＋）
　座って他の園児を待っている。I先生が
「どれにしようかなぁ～」とプログラムを広
げ，見始めると，皆もその様子を真似て自
分のプログラムを広げ見始める。
　「うさぎさんある！」「○○はたぬき～！」
「おまつりもあるで～！」「は～るがき～た
～は～るがき～た～」「かっちゃんもいっ
しょ～！」「ぞうさんもある？」「これは？
これは？」という子ども同士の会話が聞こ
えてくる。
　I先生の「○○ちゃんがこれして（歌って）
ほしいってお願いしたらしてくれるんやっ
て。」という言葉を聞いた途端，男児Bは
ピアノ演奏者のもとに駆け寄り「これ！」
と「きしゃポッポ」を指さしリクエストす
る。
　エピソード1・2は会場に入ってきてからコ
ンサートが始まるまでの約6分間の幼児たちの
様子である。エピソード1は，コンサート開始
までの間をじっと座って待つだけではなく，コ
ンサートで使用する楽器のイラストや出演者の
写真に触れて遊べる場を作ることで，初めて出
会うコンサートの出演者や楽器に興味をもち，
これから始まるコンサートに対する期待感を高
めるための導入の一例である。
　エピソード2では I先生の発言をきっかけに，
幼児たちの関心が一気にプログラムに向けられ
る。その後I先生は幼児たちから質問攻めにあ
い，歌の一節を歌ってあげたり，幼児の言葉に
対して「ほんまや～，かえるののどじまんや
なぁ！」など共感的な声かけをしたりしなが
ら，幼児の期待感を高める働きかけを行ってい
た。
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・エピソード3「びっくりした！」
（安心度：4　夢中度：4）
　コンサートは幼児たちの元気な「は～
い！」という声と挙手（25名以上）から始
まった。指名された女児Cは曲をまだ決め
ていなかったようで，しばらくプログラム
を眺めてから「10 ！」とリクエストした。
第一曲目に演奏したプログラム10番「うみ」
では，演奏者の声量に驚いた様子で全員プ
ログラムの存在を忘れ，演奏者にくぎづけ
で聴き入る。歌の二番の終わりに近づいて
くると年長児4，5人はプログラムで次の曲
を探し始める。
　一曲目が終わって拍手が止んだ途端「つ
ぎこれ～！」という声が聞こえた。
　コンサートの開始から参加者の半数以上が勢
いよく挙手する様子から，これから始まる活動
への期待感が高まっている様子が感じられた
が，まだこの段階ではC児のように，「この曲
が聴きたい」という意思をもって挙手したので
はなく，周囲の勢いと雰囲気に同調しているよ
うにも見受けられた。演奏が始まると賑やか
だった幼児たちが水を打ったように静まり返
り，ポカンとした表情を見せていたことから，
音楽が実際に演奏されたことで，初めてこのコ
ンサートの活動内容や，プログラムとの関連に
気づいたのではないであろうか。
・エピソード4「どんぐりが入ってた～！」
（安心度：4　夢中度：4＋）
　大半の幼児たちがリクエストする曲を，
まだプログラムを見ながら探している中で，
女児D（2歳児）が後ろを振り返り，I先生
に訴えるようにピンときれいに手をあげ，
挙手6名程度の中から早々に二曲目の選曲者
に選ばれる。Dはプログラムを指さし「こ
れ！」と「ふしぎなポケット」を選んだ。
　出演者が「今日のみんなのお洋服にはポ
ケットついてるかな？探してみて！」と声
をかけると一斉にキョロキョロし，「あった
～！」「ある！ある！」と言いながら見つけ
た子らが自ら挙手する。するとI先生が「あ
～！どんぐり入ってた～！」と自慢げにポ
ケットに入っていたどんぐりを幼児たちに
見せ，幼児たちは羨ましそうにそのどんぐ
りを見つめていた。
　二曲目からはピアノ以外の楽器も加わり，
前奏に木魚が鳴り始めると，幼児らの視線
が木魚に集まる。5歳児にはポケットをたた
きながら聴く姿や，一緒に歌う姿も見られ
た。ポケットをたたきながら歌う演奏者を
見て，徐々にポケットをたたき出す子が増
えてきたので，後奏の16分音符の半音階上
行箇所では「さぁみんな！いっぱいポケッ
トをたたくよ～」と声をかけると，みな必
死でポケットを連打し，最後「やったぁ！」
と拍手で終わった。
　「ふしぎなポケット」では演奏者が幼児たち
を歌の世界へ誘う思惑から，「ポケットついて
るかな？」と問いかけたが，I先生の思わぬ反
応により，演奏者側の働きかけや幼児たちの夢
中度の度合いが増長されたエピソードである。
また本実践では　　部のように，プログラムの
大半の曲に幼児たちが演奏に参加できる箇所を
設定し，演奏者が意図的に声かけを行った。ポ
ケットをたたく身振りをしながら歌を聴いてい
る幼児の姿も見られたが，まだ二曲目というこ
ともあり，幼児たちが十分に能動性を発揮して
聴いている段階ではないと判断できる。そのた
め，　　部の演奏者の語りかけは，やや誘導的
である。
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・エピソード5「次は私をあてて！」
（安心度：4　夢中度：5）
　三曲目は20人程度の挙手の中から女児E
が選ばれるが，別の男児F（2歳児）が立っ
て大きな声で「とんぼ」とリクエストする。
先生に「ちがうちがう，今はEちゃんよ」
となだめられる。
　その後の幼児たちの挙手の仕方も熱を帯
び，様々な工夫やアピール方法が見られた。
膝で立ち，高さでアピールし，何とかあて
てもらおうとする5歳児たち。「はーーーー
ーーーーーーーーい！」「はーーーーーー
ーーーーーーーーーーーい！」と力の限り
長い返事でアピールする子，超音波のよう
な高音域で「は～～～～～～～い！」とア
ピールする子，手がぴんとまっすぐきれい
にあがっている子，I先生の周りに群がり
「次これ～～！」と猛アピールする子，I先
生の耳元で「5番，5番！」と連呼する子。
　コンサート会場に入ってきた時からどう
しても「汽車ポッポ」が聴きたい男児Bは
立ち上がって演奏者に直談判しに行き，熱
意に押され「汽車ポッポ」に決定する場面
もあった。採択されたBは喜び，先生とハ
イタッチし，満足気に鑑賞していた。
　その後，挙手の数はプログラムの最後ま
で常に20人以上を保持し，計14曲が選曲さ
れた。
　実践Bにおいて，幼児の能動的参加を最も確
認できたのは，エピソード5に見られるプログ
ラムをリクエストする場面である。指名された
いという思いから，手の挙げ方，声の出し方，
表情，行動などによるアピール度合いは徐々に
増していき，その手法は個性豊かでバリエー
ションに富んでいた。
　幼児たちの「リクエストしたい！」「聴きた
い！」という熱い思いを正面で受け止めていた
演奏者側には「もっと聴いてほしい」「希望の
曲を全部歌ってあげたい」という思いが一層高
まっていった。絵プログラムをとおした聴き手
と演奏者の交流により，会場の雰囲気は時間を
追うごとに活気がみなぎり，幼児の夢中度と安
心度が上昇し，会場全体が一体化していく手ご
たえを感じた。
・エピソード6「私の出番よ」
（安心度：5　夢中度：5）
　「絵がかわいいから！」と選曲の理由まで
I先生に伝えて女児Gが五曲目にリクエスト
したのは「うさぎのダンス」。
　「うさぎのダンスはこんな風におしりフリ
フリ～」と演奏者がおしりを振って見せる
と，うさぎの絵が大きく服に描かれた女児
Hがすくっと立ち上がり，得意げな顔で演
奏者と一緒に腰に手を当ておしりをフリフ
リし始めた。そこですかさず「うわぁ！う
さぎさんがいたよ！上手に踊っててすご～
い！みんな拍手～！！」と声をかける。「み
んなも立って踊ってみる？」と問いかける
と5歳児は総立ち，4歳児は半数ほどが立ち
上がり，2，3歳児もノリノリで演奏と踊り
を楽しんだ。
　「うあぁ，あっという間にウサギのダン
サーがいっぱいになったね」と演奏者はコ
メントした。
　ここでは女児G，女児Hの言動に着目する。
女児Gはただ聴きたい曲を番号や指さしで伝え
るだけではなく，選曲した理由を自分の意志で
I先生に伝えている。女児Gの気持ちを受け止
めたI先生は，女児Gとのやりとりを全員に伝
えることで，女児Gの意欲的な姿勢を全体で共
有できるように働きかけた。そのような流れの
中で，女児Hの　　部に見られる主体的な行動
が発現した。
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　女児Hの行動を受け，演奏者は先ほどのI先
生と同様に女児Hの意欲的な行動を称賛し，そ
の後全体に「一緒にやってみる？」と問いかけ
た。これはエピソード4の　　部で演奏者が
行った誘導的な働きかけと比較すると，幼児た
ちのやりたいかどうかの意思確認を行う声かけ
であり，幼児の主体性への問いかけであると理
解できる。
・エピソード7「一緒に演奏しよう」
（安心度：4　夢中度：5）
　I先生がここで一言「先生いいの見つけて
ん。楽器の先生も素敵やし，みんなも一緒
に楽器したらどうかなぁ。たぬきの曲で。」
と準備しておいたカスタネットを使う曲を9
曲目にリクエストする。
　幼児たちはカスタネットが配布されると
嬉しそうにたたき始める子もいるが，プロ
グラムも放したくない様子で握りしめてい
るため，両手がふさがって困っている子も
いる。その様子にI先生が「プログラムは
ちょっと置いておこうね。」と声をかけ，無
事カスタネットをたたける体勢が整った。
　「このカスタネット（コンサート用）とみ
んなのカスタネット（幼児用）はちょっと
音が違うよ！ふたつ続けてたたくから聴い
てみてね。」と演奏者が声をかけ，二種類の
カスタネットを連続してたたくと「ちゃ
う！」と一番近くで聴いていた男児Iが驚い
た様子で即答。
　カスタネットを持った幼児たちと3曲続け
て演奏した後，カスタネットが回収される
とすぐにまた，プログラムを握りしめる2歳
児たち。
　I先生から事前に，幼児たちもカスタネット
を使って数曲演奏に参加させたいとの要望を聞
いていたため，I先生のリクエストがきっかけ
で，カスタネットを用いた幼児たちとの合同演
奏が行われた。コンサート開始から30分ほど
経過した絶妙のタイミングでのI先生の提案の
おかげで，少し気が散り始めた様子であった幾
人かの幼児が，再度活動にやる気を見せ始め
た。
　I児がカスタネットの音色の違いを聴き取
り，思わず声をあげてしまう様子からは，かな
り集中して活動に没頭していることが読み取れ
る。また，プログラムを放したくない，あるい
は活動後すぐに手に取り握りしめる幼児の様子
からは，プログラムを手元に持っておきたいと
いう幼児の意思が感じられた。
4.2.2《第2段階》観点別分析と考察
4.2.2.1「豊かな環境」の観点における考察
　本実践において「豊かな環境」の観点を担保
している項目として次の4点が挙げられよう。
1：多くの楽器を使用していること
2：60曲から選べる絵プログラムの使用
3：個々の聴きたい曲をリクエストできること
4：生演奏に触れられること
　本実践の人的環境の役割を担った演奏者が設
定した本実践の環境構成について，保育者への
アンケートの自由記述の中で次のように言及さ
れている。
　・プログラムが持てて嬉しくてイラストと今
歌っているのはどれなのかと確認したく
て必死な姿，曲のタイトルをイラストで
予想している姿等が印象的でした。
　・絵プログラムに目がいき，「聴いていたの
かな？」と思うところもありましたが，
子どもたちは楽しく参加していました。
　・子どもたち一人一人にプログラムを用意し
てくれていたので，絵を見てどんな曲か
想像したり，「何の歌？」と聞きにきたり，
リクエストされた曲はどれか，聞きにき
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ていて興味をもって参加できていました。
持ってきてくださった楽器や写真などの
パネルにみんな興味をもっていて楽しん
でいたなぁ，と思いました。
　普段の幼児の姿を知るH保育園の保育者の記
述からも，実践中の幼児の姿が本実践の提示し
た「豊かな環境」を肯定的に受け止め，彼らな
りにプログラムに関わる姿が見られたと理解で
きよう。
4.2.2.2「集団の雰囲気」の観点における考察
　「集団の雰囲気」は，幼児の「安心・安全」
を捉える「安心度」を評定する際の重要な目安
であると言える。
　エピソード1は入室直後で，いつもと違う部
屋の様子と見知らぬ出演者の存在に少し緊張感
をもっている表情が特に低年齢児に見られたた
め，安心度は2と判断した。「集団の雰囲気」
は，エピソード5の幼児の挙手時の様子から，
徐々に変容していることが窺えよう。
　当初の緊張感が完全に和らぎ，安心度が5と
判断できたのは，エピソード6のあたりである。
「みんなも立って踊ってみる？」という演奏者
の誘いに立ち上がる幼児の人数は，エピソード
4の「ポケットをたたこう」という誘いに反応
を示した人数より明らかに多く見られた。さら
にエピソード7では全員にカスタネットが配ら
れたため，全員での参加が余儀なくされた。
　記録された映像からは，プログラムの演奏曲
数を重ねていくことで，緊張感が安心感へと変
容していく過程が見てとれた。
4.2.2.3「主体性の発揮」の観点における考察
　幼児の「主体性の発揮」は，幼児の「夢中・
没頭」を捉える「夢中度」を評定する際に密接
に関わる視点である。エピソード1～ 7におけ
る　　部は，すべて幼児たちの「主体性の発
揮」が見られた場面であり，それらは幼児が活
動に夢中で参加し，没頭している様を裏付けて
いる。特にエピソード5では，「集団の雰囲気」
の高揚と幼児たちの「主体性の発揮」が相乗作
用を生み，互いに高め合う結果となっていたと
考えられる。
　さらに保育者へのアンケートの自由記述にお
いて見られた，「歌声を真似ようと同じように
裏声で歌う子もいました（5歳児）。フルート
やピアノを真似て指を動かしている子もいまし
た。」といった，演奏から受けた印象や体験の
再現行為は，まさに「主体性の発揮」された幼
児の姿であると言えるのではないであろうか。
4.2.2.4「保育活動の運営」の観点における考察
　実践A・Bは前提として，演奏者と聴き手の
「対話的なコンサート」，そして「聴き手の能動
的参加を促すコンサート」の在り方を模索した
試みである。そのため，本実践を運営する当事
者間ではこれらのコンセプトを共通認識した上
で活動の運営を行ったが，曲目の定まらない本
実践ゆえに生じた課題も見つかった。
　エピソード7では，挙手した幼児の中からリ
クエスト者を指名する役割を担っていたI先生
が，子どもたちにカスタネットを使って一緒に
演奏に参加させたいという思いで，カスタネッ
トの演奏に適した「証城寺の狸囃子」を自らリ
クエストした。さらに，楽しそうに演奏に参加
する幼児たちの姿を見て，もう数曲一緒に演奏
を楽しませてあげたいという思いから，その後
「肩たたき」「おもちゃのチャチャチャ」と続け
てI先生のリクエストにより，幼児たちはカス
タネットで演奏に参加することとなった。
　楽器の演奏を堪能し，満足気な様子の幼児た
ちに，再びプログラムを用いてリクエストを募
るかと思われたが，ここでI先生が指名したの
は同僚の保育者のA先生であった。I先生は
「どの曲だったらフルートの音が聴けるかな？」
幼児の能動的参加を促すコンサートの試み
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とつぶやきながら，まだ演奏者が持参した楽器
の中で一度も使用されていなかったフルートの
音色を，子どもたちに聴かせてやりたいという
思いをA先生に託したのである。そこでA先生
は「カナリヤ」をリクエストし，無事フルート
は演奏され，幼児たちはその音に聞き入ってい
る様子であった。
　このような経緯によって，全14曲の演奏曲
中4曲が保育者のリクエストによる選曲となっ
た。それは，I先生を含む「保育活動の運営」
側の共通認識が不十分であったため，結果とし
て筆者らが本研究の主旨として当初想定してい
た幼児の完全なるリクエスト体制が徹底できな
かったことを意味する。本実践を保育活動とし
て捉える限り，保育者の立ち位置について計画
段階において想定しておくべきであったが，I
先生や他の保育者の役割についての設定が曖昧
であったゆえに生じた経緯であった。
　これらを踏まえ，次項に「大人の関わり方」
の観点において，保育者の役割と演奏者の関わ
りについての考察を行う。
4.2.2.5「大人の関わり方」の観点における考察
　「大人の関わり方」として，まず実践Bにお
いて演奏者とH保育園の幼児たちを繋ぎ，活動
の進行と展開を握る役割を担ったI先生の幼児
への働きかけと立ち位置について，また，I先
生以外の保育者の役割についての検討を行う。
エピソード1～ 7の　　部で示したようなI先
生の共感的な声かけや関わりは活動中に終始見
られ，I先生の働きかけが幼児たちの活動に対
する夢中度や安心度に直接的に大きく影響を与
えていることが確認された。当然ながらI先生
が幼児たちにとって身近で親しみのある存在で
あることが大きな要因ではあるが，また，幼児
たちと同じ場所で，同じ目線の高さから演奏を
享受しているという立場であるということが影
響していると考えられよう。
　コンサートに参加していたI先生以外の保育
者7名においても同じく，幼児を膝に乗せたり
抱きしめたりしながら，幼児たちと同じ場所で
幼児たちを保育しながらI先生との連携をとっ
ている姿が見られた。先生方の幼児への働きか
けによる音楽活動への波及効果，幼児の安心
度・夢中度への影響は絶大であったが，それは
幼児たちにとって本来指導的立場にある保育者
が，この場においては自分たちと同じ立場で音
楽を享受しているという関係性の変化に起因し
ているとも解せるであろう。
　このことからI先生以外の保育者には，曲を
リクエストする意思があれば挙手することもで
きる，幼児と同じ条件の「聴き手」としての役
割を担ってもらうことで，幼児たちが安心して
音楽を享受できる環境を確保することができる
と言えるであろう。
　しかしながらI先生は，子どもたちと同じ
「聴き手」ではありながら，コンサート全体の
ファシリテーターとしての役割を担い，H保育
園の子どもたちと筆者らの実践におけるねらい
とを結びつけ，より質の高い保育活動として音
楽鑑賞活動を実現させる鍵を握っているのであ
る。それらのことからI先生の役割とI先生以
外の保育者の役割を同一視せず，それぞれに意
味を持たせて設定する必要が確認されよう。
　外部の演奏者の行う保育場面でのコンサート
において，I先生のような役割を担う保育者を
設定し，事前に実施園におけるコンサートのね
らいを把握した上で共に運営に携わってもらう
ことが重要であろう。そのファシリテーターが
幼児の生得的な音楽欲求と演奏者の専門家とし
ての音楽欲求を円滑につなぐことで，質の高い
保育活動としてのコンサートが実現することが
示唆されよう。
　そのため，ファシリテータ―の役割と立ち位
置について，また実施園の日常的な音楽活動の
取り組みの様子や，本実践のような特別な音楽
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活動に対する要望について，事前に園側と演奏
者間で話し合い，その上で活動運営の細部の調
整を行うべきであろう。
　次に演奏者の幼児への働きかけについて検討
する。演奏者も可能な限り幼児の様子や表情か
ら現状を把握しつつ，絵プログラムを媒介して
幼児の主体的・能動的参加を助長する働きかけ
を心がけたが，演奏者としての立場で行う働き
かけは，その内容が音楽的側面に偏りがちであ
り，それだけでは幼児の安心度や夢中度の向上
に寄与するには不十分であったと言えよう。
5．《第3段階》まとめと今後の課題
　本論では幼児が音楽の「聴き方」に主体性を
発揮し，幼児の音楽鑑賞活動への能動的参加を
誘発する試みとして，絵プログラムを用いたコ
ンサート実践の検証を行った。
　実践Aでは1.1で「主体的な音楽鑑賞活動」
と定義した，子どもが保育の場におけるコン
サートに能動的に参加し，意識的に聴取する音
楽鑑賞活動が，絵プログラムによって十分に促
進されたとは言い難く，詰まるところ保護者の
主体性に導かれ，乳幼児の音楽活動が成立して
いるとの結論を得るに至った。
　実践Aの結果を踏まえ，実践Bにおいて対象
者・実施場所等を変更し，再度コンサートを試
みた。実践A・Bの2回のコンサートにおける
アンケート調査と，実践Bにおける幼児の「夢
中度」「安心度」に焦点を当て行った保育の質
的評価の検討からは，幼児の絵プログラムへの
興味･関心は高く，絵プログラムを用いること
によって能動的な音楽活動への参加を促進する
ことができたと言えよう。リクエストすること
によって自分の意思がコンサート内容に反映さ
れることが，さらに積極的聴取の態度へとつな
がり，また絵プログラムを媒介させることに
よって，演奏者と聴き手の会話・コミュニケー
ションが成り立ち，一方向的なコンサートでは
なく，双方向的なコンサートが実現できたこと
も注目すべき点である。
　さらに実践Bからは，保育活動としての音楽
鑑賞活動の質をより高めていくために，子ども
と演奏者の2者の関係性の間に保育者を介在さ
せ，3者間で環境を構成し，互いに連携するこ
とが肝要であるとの示唆を得た。
　今後の課題として，演奏者が音楽を「提供」
し，保育者がその時間を演奏者に「委ねる」一
度きりの音楽鑑賞活動ではなく，保育者と演奏
者が共に幼児の音楽的発達へと繋がる音楽体験
の実現や，音楽に対する興味と意欲の向上にむ
けて，事前に保育のねらいに沿った活動内容を
精査し，事後にそれぞれの立場で捉えた幼児の
様子を共有し，振り返ることをとおして，さら
に充実した音楽体験の場を作りあげることを目
指したい。
　また，同一の絵プログラムを用いて，同一の
保育現場で2回目，3回目のコンサートを実践
することで，演奏者と幼児の関係性や幼児の
「安心度」「夢中度」に変化が生じるかどうか，
さらに「今度こそあててもらいたい」，あるい
は「もう一回リクエストしてみたい」という，
1回目の活動を経て一層能動性を高めた幼児の
欲求や姿が捉えられるかどうかを改めて検証し
たい。
　最後に，どの曲でどの楽器が使用されるのか
を示し，幼児が聴きたい楽器をもとに選曲でき
るよう，絵プログラムを改良したり，使用楽器
の紹介方法に検討を加えたりすることで，一層
幼児の聴きたい欲求を喚起する音楽鑑賞の形を
提案していきたい。
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〔注〕
1） 表1：幼児の「安心度」の評定，表2：幼児
の「夢中度」の評定は，「保育プロセスの質」
研究プロジェクト「子どもの経験から振り
返る保育プロセス─明日のより良い保育の
ために─」(2010）より引用。
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